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か
つ
て
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
北
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
南

麓
に
三
つ
の
小
さ
な
王
国
が
点
在
し
て
い
た
。
東
か

ら
、ブ
ー
タ
ン
、シ
ッ
キ
ム
、そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
は
い
ず
れ
も
チ
ベ
ッ
ト
系
住
民
が
主
体

の
社
会
を
形
成
し
、
住
民
の
多
く
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

篤
い
信
仰
を
も
つ
素
朴
な
人
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
を
越
え
た
北
側
に
は
古
来
独
自
の
宗
教
文
化

を
持
つ
独
立
国
家
チ
ベ
ッ
ト
が
存
在
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
イ
ン
ド
が
英
国
の

植
民
地
支
配
か
ら
独
立
し
、
ま
た
中
国
に
共
産
党
政
権

が
成
立
す
る
と
、
中
印
両
大
国
に
挟
ま
れ
た
こ
の
地
域

は
否
応
な
し
に
激
動
の
歴
史
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
一
九
四
九
年
に
成
立
し
た
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は

清
朝
時
代
以
来
の
宗
主
関
係
や
「
農
奴
解
放
」
の
美
名

を
口
実
と
し
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
や
パ
ン
チ
ェ
ン

ラ
マ
一
〇
世
を
頂
点
と
す
る
宗
教
指
導
者
た
ち
を
懐
柔

し
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
に

対
す
る
懐
柔
政
策
は
失
敗
し
、
彼
は
一
九
五
九
年
、
辛

く
も
中
国
共
産
党
政
府
の
追
手
を
逃
れ
て
イ
ン
ド
に
亡

命
し
、
北
西
部
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
を

樹
立
す
る
に
い
た
っ
た
。
今
年
は
こ
の
逃
避
行
か
ら

ち
ょ
う
ど
五
〇
年
目
に
当
た
る
。
以
後
現
在
に
い
た
る

ま
で
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
が
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル

　
激
震
続
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
々

で
亡
命
生
活
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
チ

ベ
ッ
ト
国
内
に
残
っ
た
人
々
は
共
産
党
政
府
に
よ
る
過

酷
な
植
民
地
支
配
下
に
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
以
来
発
生
し
た
一
連
の
「
チ
ベ
ッ
ト
暴

動
」
は
、
半
世
紀
に
わ
た
る
植
民
地
支
配
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
依
然
と
し
て
中
国
共
産
党
政
府
が
チ
ベ
ッ
ト
を

真
に
掌
握
し
て
い
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
青
海
省
西
寧
と
ラ
サ
と
を
結
ぶ
青
蔵
鉄

道
が
二
〇
〇
六
年
七
月
に
開
通
す
る
と
、
中
国
本
土
か

ら
多
く
の
人
々
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
移
住
す
る
と
と
も
に
、

多
量
の
中
国
製
品
が
チ
ベ
ッ
ト
国
内
に
流
れ
込
み
、
こ

れ
ま
で
自
給
自
足
生
活
を
送
っ
て
い
た
多
く
の
チ
ベ
ッ

ト
人
た
ち
の
生
活
が
大
き
く
変
化
し
た
。
た
と
え
ば
一

九
八
〇
年
代
末
の
ラ
サ
の
人
口
は
一
三
万
人
だ
っ
た

が
、
現
在
で
は
三
〇
万
人
に
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
八

〇
％
は
移
住
し
て
き
た
漢
民
族
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
人

た
ち
は
自
国
内
に
い
な
が
ら
少
数
民
族
の
地
位
に
貶
め

ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
チ
ベ
ッ
ト
が
ど
う

な
る
か
、
将
来
の
予
測
は
困
難
だ
が
、
中
国
共
産
党
の

植
民
地
支
配
が
い
つ
ま
で
も
維
持
で
き
る
と
は
思
え
な

い
。
少
な
く
と
も
中
国
共
産
党
政
府
が
チ
ベ
ッ
ト
民
衆

の
心
を
つ
か
む
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ブ
ー
タ
ン
・
ネ
パ
ー
ル
両
国
の
間
に
あ
る
シ
ッ
キ
ム

は
現
在
イ
ン
ド
の
一
州
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は

れ
っ
き
と
し
た
独
立
王
国
で
あ
っ
た
。
面
積
は
七
、
〇

〇
〇
平
方
キ
ロ
あ
ま
り
、
人
口
は
五
五
万
人
あ
ま
り
の

地
方
で
あ
る
。
イ
ン
ド
独
立
三
年
後
の
一
九
五
〇
年
、

シ
ッ
キ
ム
と
イ
ン
ド
は
保
護
条
約
を
結
び
、
シ
ッ
キ
ム

は
外
交
と
防
衛
を
イ
ン
ド
に
委
ね
て
そ
の
保
護
国
と

な
っ
た
。
シ
ッ
キ
ム
は
古
来
イ
ン
ド
平
原
と
チ
ベ
ッ
ト

高
原
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
、

対
中
国
戦
略
上
イ
ン
ド
は
こ
の
地
域
を
放
置
し
て
お
け

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
シ
ッ
キ
ム
は
チ
ベ
ッ
ト

と
イ
ン
ド
と
を
結
ぶ
メ
イ
ン
ル
ー
ト
上
に
位
置
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
後
述
す
る
ブ
ー
タ
ン
は
そ
こ
か
ら
外

れ
た
裏
街
道
に
位
置
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の

地
政
学
的
環
境
の
違
い
が
両
国
の
運
命
の
明
暗
を
分
け

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
シ
ッ
キ
ム
で
は
一
九
四
七
年
以
後
い
く
つ
か
の
政
党

が
結
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
政
党
は
前
近
代
的
な
制
度

の
廃
止
と
社
会
の
近
代
化
、
普
通
選
挙
、
イ
ン
ド
へ
の

併
合
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
た
が
、
国
王
は

一
連
の
近
代
化
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
一
九
五
二
年

か
ら
一
九
七
四
年
に
か
け
て
５
回
の
選
挙
が
行
わ
れ

た
。
し
か
し
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
隣
国
ネ
パ
ー
ル
か

ら
の
移
民
が
増
加
し
、
彼
ら
が
次
第
に
発
言
力
を
増
し

て
い
っ
た
。
や
が
て
彼
ら
が
人
口
の
過
半
数
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
、
反
政
府
運
動
を
起
こ
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
な
り
国
内
の
治
安
回
復
が
困
難
に
な
っ
た

シ
ッ
キ
ム
国
王
は
イ
ン
ド
に
治
安
維
持
を
要
請
し
た
。

い
ま
や
人
口
の
過
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ネ

パ
ー
ル
系
住
民
た
ち
は
一
九
七
五
年
に
イ
ン
ド
へ
の
併

合
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
を
要
求
し
た
。
そ
の
結

果
、
九
七
％
も
の
賛
成
を
得
て
一
九
七
五
年
に
シ
ッ
キ

ム
は
イ
ン
ド
に
併
合
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
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ネ
パ
ー
ル
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
諸
国
の
中
で
も
最
大
の
面
積

(

一
四
万
平
方
キ
ロ)

と
二
九
、
五
〇
万
人
（
二
〇
〇
八

年
）
の
人
口
を
持
つ
国
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
は
従
来
か

ら
農
業
の
他
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
な
ど
の
観
光
を
主
た
る

産
業
と
し
て
き
た
。
十
九
世
紀
中
葉
以
来
、
こ
の
国
は

ち
ょ
う
ど
日
本
の
徳
川
幕
府
の
よ
う
な
宰
相
の
家
柄
ラ

ナ
家
が
実
権
を
掌
握
し
、
シ
ャ
ー
王
家
は
名
の
み
の
存

在
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
一
年
、
当
時
の
ト
リ
ブ
バ
ン

国
王
が
王
政
復
古
を
果
た
し
、
以
後
マ
ヘ
ン
ド
ラ
、
ビ

レ
ン
ド
ラ
両
国
王
の
も
と
で
近
代
化
政
策
が
推
し
進
め

ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
六
月
に
宮
廷
で
ビ
レ

ン
ド
ラ
国
王
の
皇
太
子
が
国
王
夫
妻
や
兄
弟
姉
妹
を
射

殺
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
、
同
国
は
一
気
に
政
情

不
安
に
陥
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
従
来
か
ら
く
す
ぶ
っ

て
い
た
毛
沢
東
主
義
者
の
ゲ
リ
ラ
活
動
が
国
内
各
地
で

活
発
化
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
王
族
射
殺
事
件
後

即
位
し
た
ビ
レ
ン
ド
ラ
前
国
王
の
次
男
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ

国
王
は
二
〇
〇
二
年
と
二
〇
〇
五
年
の
二
度
に
わ
た
り

国
王
親
政
を
目
論
ん
だ
が
、
い
ず
れ
も
国
民
の
強
い
反

対
に
遭
っ
て
失
敗
し
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
ま
で
に
議

会
内
の
七
党
と
こ
れ
ま
で
非
合
法
組
織
で
あ
っ
た
毛
沢

東
主
義
者
が
王
政
打
倒
で
一
致
し
た
た
め
、
二
〇
〇
八

年
五
月
、
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
は
つ
い
に
退
位
を
余
儀

な
く
さ
せ
ら
れ
、
ネ
パ
ー
ル
は
連
邦
民
主
共
和
国
と
な

り
、
同
年
八
月
、
こ
れ
ま
で
長
年
ゲ
リ
ラ
活
動
を
指
導

し
て
き
た
毛
沢
東
派
指
導
者
プ
ラ
チ
ャ
ン
ダ
（
本
名
　

プ
ス
パ
カ
マ
ル
・
ダ
ハ
ー
ル
）
が
首
相
に
選
出
さ
れ

た
。

　
今
後
ネ
パ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
の
か

予
断
を
許
さ
な
い
。
国
内
的
に
は
長
年
ゲ
リ
ラ
活
動
を

し
て
き
た
毛
沢
東
派
共
産
主
義
者
た
ち
が
は
た
し
て
民

主
的
な
議
会
制
度
の
枠
内
で
活
動
を
し
て
ゆ
け
る
の
か

ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
最
悪
の
場
合
、
中
国
が
チ
ベ
ッ

ト
へ
の
混
乱
波
及
を
食
い
止
め
る
と
の
口
実
で
ネ
パ
ー

ル
国
内
の
毛
沢
東
派
な
ど
の
共
産
主
義
勢
力
と
連
携
し

て
こ
の
国
を
併
合
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
る
危
険

性
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
ン
ド
が
ど
の
よ
う
な
態

度
を
と
る
か
、
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
の
地
政
学
的
な
状

況
は
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ブ
ー
タ
ン
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
の
東
端
に
位
置
し
、
九

州
ほ
ど
の
面
積(

四
七
、
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ)

に
六
六
万

人
ほ
ど
が
暮
ら
す
小
国
で
あ
る
。
人
口
規
模
、
狭
小
な

国
土
、
乏
し
い
資
源
な
ど
か
ら
考
え
て
、
ブ
ー
タ
ン
が

国
際
社
会
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
な
い
し
発
言
力
を

有
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
前
近
代
以
来
一
九
六

〇
年
代
ま
で
こ
の
国
が
外
部
に
対
し
て
固
く
扉
を
閉
ざ

し
て
孤
立
政
策
を
採
っ
て
き
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ

る
。
実
際
、
近
隣
の
弱
小
国
が
次
々
と
国
際
政
治
の
荒

波
に
翻
弄
さ
れ
て
独
立
を
失
っ
て
行
く
な
か
で
、
ブ
ー

タ
ン
が
過
酷
な
帝
国
主
義
の
跋
扈
す
る
近
代
を
生
き

抜
く
上
で
、
孤
立
政
策
は
最
も
有
効
な
処
世
術
で
あ

っ
た
。

　
こ
れ
に
加
え
て
自
然
環
境
も
ま
た
こ
の
国
に
幸
い
し

た
。
七
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
そ
び
え
る
北

の
国
境
は
前
近
代
以
来
、
堅
固
な
防
衛
線
を
形
成
し
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
六
〇
年
代
初
頭
以
来
ブ
ー
タ
ン

は
、
そ
の
祖
法
と
も
い
う
べ
き
孤
立
政
策
を
捨
て
て
国

際
社
会
に
門
戸
を
開
放
す
る
と
と
も
に
、
外
交
政
策
を

一
八
〇
度
転
換
し
て
積
極
外
交
に
転
じ
た
。
こ
の
時
期

は
ま
さ
に
ブ
ー
タ
ン
が
中
印
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う

に
な
り
、
イ
ン
ド
を
保
護
者
と
し
て
「
特
別
な
関
係
」

を
構
築
し
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

ブ
ー
タ
ン
は
、
チ
ベ
ッ
ト
と
同
様
に
中
国
に
併
合
さ
れ

る
と
い
う
「
最
悪
の
状
況
」
を
避
け
て
、
干
渉
し
て
く

る
け
れ
ど
も
中
国
に
較
べ
れ
ば
「
比
較
的
ま
し
な
状

況
」
を
選
び
取
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
選
択
は
、
そ
の

後
、
現
在
ま
で
続
く
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
中
国
共
産
党

政
府
の
圧
制
や
弾
圧
を
考
え
る
と
正
し
い
選
択
で
あ
っ
た
。

　
ブ
ー
タ
ン
外
交
の
大
き
な
転
換
点
は
一
九
七
一
年
の

国
連
加
盟
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ブ
ー
タ
ン
外
交
に
と
っ

て
大
き
な
勝
利
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
国
連
に
加
盟
し
た

こ
と
で
、
万
一
他
国
の
侵
略
に
遭
っ
て
も
国
際
社
会
に

訴
え
て
解
決
を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ち
な
み
に
隣
国
の
チ
ベ
ッ
ト
も
シ
ッ
キ
ム
も
前
近

代
以
来
ブ
ー
タ
ン
と
同
様
の
孤
立
政
策
を
採
り
続
け
て

き
た
が
、
つ
い
に
国
連
な
ど
国
際
機
関
に
加
盟
す
る
機

会
を
得
る
前
に
隣
国
に
併
呑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
考
え
れ
ば
、
ブ
ー
タ
ン
に
と
っ
て
国
連
に
加
盟

し
た
こ
と
が
自
国
の
生
存
に
と
っ
て
如
何
に
大
き
な
要

素
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。

　
第
三
代
国
王
以
来
、
近
代
化
政
策
を
進
め
て
き
た

ブ
ー
タ
ン
は
二
〇
〇
五
年
第
四
代
ジ
グ
ミ
ド
ル
ジ
・
ワ

ン
チ
ュ
ク
国
王
が
三
年
後
の
国
政
選
挙
実
行
と
皇
太
子

へ
の
譲
位
、
立
憲
君
主
制
へ
の
移
行
を
発
表
し
た
。
二

〇
〇
七
年
十
二
月
に
上
院
選
挙
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に

下
院
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
ブ
ー
タ
ン
は
二
院
制
議
会
と

憲
法
を
持
つ
立
憲
君
主
国
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
近
代
国
家
へ
の
脱
皮
に
成
功
し
た
ブ
ー
タ
ン
、
政
情

不
安
の
続
く
ネ
パ
ー
ル
、
そ
し
て
植
民
地
支
配
が
続
く

チ
ベ
ッ
ト
、
隣
国
に
併
合
さ
れ
た
シ
ッ
キ
ム
と
明
暗
を

分
け
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
々
は
今
後
も
し
ば
ら
く
目
が
離

せ
な
い
。

（
の
む
ら
と
お
る
・
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）
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